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２.新たな取組や力を入れている取組、PR 事項等について 

（１）新規活動 

  項目 詳細 

ア.キャリア面談の実施 グローバルスタッフ（総合職）のキャリアステップの拡大・構築、 

キャリアイメージの共有 

（対象） 女性総合職（８０名）と直属の上司（３４名） 

（効果） キャリアに関する現状の課題抽出・共有、今後に向けたキャリアパス・キャ

リアプラン案の検討や拡大、個々人の現状を確認することによる不安の解消

等 

イ.両立支援セミナーの 

開催（２月～） 

社内制度の周知、ベビーシッター概要・活用方法・費用説明、 

臨時託児所の案内・利用方法等 

（対象） 全従業員（任意参加・Zoom 開催）１H/回  

（効果見込） 制度等の理解・周知による両立への心理的負荷の軽減、 

ベビーシッター（法人契約）会社への登録者数増 

ウ.女性を含めた人材の 

成長支援（職場活性化） 

意識調査結果を活用し、信頼関係構築、育成支援を目的とした 

面談トレーニングの実施 

（対象） 育成のキーマンとなる室長（課長）１５２名（１２月より開始） 

（効果） 調査結果の分析による自職場の状態、自身のリーダーシップ傾向の把握。 

面談トレーニングの重要性の理解と、面談方法の習得（デモ・ロールプレイ） 

により、実践へと繋がっている。 

 

（２）継続活動による効果の発現事例 

項目 詳細 

エリアスタッフ 

（一般職）の活性化 

人事制度改訂により新設されたエリアスタッフ（一般職）としての 

ロールモデル育成。(2017 年～) 

（対象） 一般職   選抜研修（５名程度/年 ６か月 計９回） 

（効果） 現在２０名が受講を完了。育成から４年が経過し、受講生の自律的行動が伸展し

ている。各事業所における改善活動プロジェクトメンバーとなる等、一人ひとり

がロールモデルとしての在り方を意識した行動をとりつつある。 

他社員から信頼される人材となっている。 

 


